
　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は「
税

を
考
え
る
週
間
」で
す
。

　「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義（
必

要
性
）お
よ
び
役
割（
使
途
）や
、

税
務
行
政
の
現
状
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
と
共
に
、
国
の
基
本

と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

が
テ
ー
マ
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
特
集
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 〈
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　http://w
w

w
.nta.go.jp

■
国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
村
県
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
毎
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
の
間
に
納
付（
納
付
見
込
み
を
含

む
）し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。

■
控
除
証
明
書
が
11
月
上
旬
に

届
い
た
人
は

　
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す

る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
一
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）が
、
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か

ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内

の
納
付
見
込
み
額
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

■
控
除
証
明
書
が
２
月
上
旬
に

届
く
人
は

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
は
じ
め

て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
は
、
翌

年
2
月
上
旬
に「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
世
帯
で

連
帯
し
て
納
付
し
た
人
は

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯

の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全

額
が
納
付
し
た
人
の
所
得
税
な
ど

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に

自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、家
族
分
の「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」も

申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
熊
本
年
金
事
務
所

　
℡
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

•
日
本
年
金
機
構
本
部

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
開
設
期
間

•
月
曜
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

•
火
〜
金
曜
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

ご
存
知
で
す
か

　
　
　  「
税
を
考
え
る
週
間
」

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

　
　
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

お知らせ
税の

給与所得者の年末調整説明会が開催されます

※都合の悪い場合は他市町村の開催日でも出席できます。
※当日は、平成30年分年末調整のしかた・平成30年分給与所得の源泉徴収票などの法定調書の作成と提出の手引きを持参してください。

対象者 指定日時 会　　場

午前10時～正午

午後２時～４時

午前10時～正午　午後２時～４時

阿蘇市立体育館

南小国町自然休養村管理センター大会議室

高森総合センター大会議室

11月13日（火）

11月14日（水）

11月15日（木）

阿蘇市・産山村

小国町・南小国町

高森町・南阿蘇村・西原村

〈
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

℡（
6
7
）2
7
0
2

平
成
31
年
度 

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

　
平
成
31
年
度
保
育
所
入
所
申
込
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
入
所
を
希
望

す
る
人
は
、
受
付
期
間
中
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
保
育
所

に
入
所
中
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希

望
す
る
場
合
も
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
の
年
度
途
中

に
入
所
を
希
望
す
る
人（
育
児
休
業

中
で
職
場
復
帰
日
が
具
体
的
に
決

ま
っ
て
い
る
場
合
な
ど
）も
入
所
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
入
所
に
あ
た
っ
て
は
次
の
い
ず
れ

か
の
事
由（
保
育
の
必
要
性
）に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
月
64
時
間
以
上
就
労
し
て
い
る

②
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い

③
保
護
者
が
病
気
、
ま
た
は
、
身
体

に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

④
長
期
間
に
わ
た
り
疾
病
状
態
に
あ

る
ま
た
は
、
障
が
い
を
有
す
る
親

族
を
介
護
し
て
い
る

⑤
震
災
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
で
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
起
業
準
備
を
含
む
求
職
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る

⑦
就
学（
職
業
訓
練
校
に
お
け
る
職

業
訓
練
を
含
む
）し
て
い
る

⑧
育
児
休
業
中
に
既
に
保
育
を
利
用
し

て
い
る
子
ど
も
の
継
続
利
用
が
必
要

⑨
そ
の
他
村
長
が
認
め
る
①
か
ら
⑧

に
類
す
る
状
態

■
申
込
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
込
書（
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
）

②
家
庭
内
状
況
申
告
票

③
就
労
証
明
書
な
ど（
申
し
込
み
の

事
由
に
よ
っ
て
添
付
書
類
が
異
な

り
ま
す
）

＊
申
込
時
に
保
護
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド（
通
知
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
本
人
を
確
認
す
る

書
類
が
必
要
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
必
要
書
類
は
、
住
民
福
祉
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

■
保
育
料
に
つ
い
て

　
保
育
料
は
主
に
、
保
護
者
の
住
民

税
の
課
税
額
で
算
定
し
ま
す
。
毎
年

８
月
ま
で
の
保
育
料
は
、
前
年
度
課

税
額
で
算
定
し
、
９
月
以
降
は
、
当

該
年
度
課
税
額
で
算
定
し
ま
す
の
で
、

必
ず
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
11
月
13
日（
火
）〜
11
月
30
日（
金
）

　
住
民
福
祉
課
窓
口

平成30年度熊本県人権フェスティバルを開催します！

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

「
お
や
っ
…
虐
待
で
は
？
」と
感
じ
た
ら

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
激

し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、

家
の
外
に
し
め
出
す
な
ど

○
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
行
為
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　
乳
幼
児
を
家
に
残
し
外
出

す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い

病
気
に
な
っ
て
病
院
に
行
か

せ
な
い
、
他
の
人
が
子
ど
も

に
暴
力
を
振
る
う
こ
と
な
ど

を
放
置
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
り
脅
か
す
、
無

視
す
る
、
き
ょ
う
だ
い
間
で

差
別
的
な
扱
い
を
す
る
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

し
て
暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）

　
子
ど
も
は
、
自
分
だ
け
の

力
で
生
き
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
衣
・
食
・
住
の

世
話
を
親
か
ら
受
け
、
多
く

の
大
人
か
ら
守
ら
れ
成
長
し

て
行
き
ま
す
。
虐
待
を
受
け

て
育
つ
と
心
に
大
き
な
傷
を

残
し
、
将
来
、
精
神
を
病
む

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

○
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
の
サ
イ
ン

　
不
自
然
な
傷
、
打
撲
痕
、

衣
服
や
身
体
の
汚
れ
、
表
情

が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い
、

落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
、
家

に
帰
り
た
が
ら
な
い
な
ど

○
虐
待
の
危
険
性
が
高
い
保

護
者
の
サ
イ
ン

　
子
育
て
に
関
し
て
拒
否

的
・
無
関
心
、
強
い
不
安
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
な
ど

　
お
尋
ね
・
相
談
な
ど
あ
れ

ば
、
役
場 

住
民
福
祉
課 

福

祉
係（
℡（
６
7
）２
７
０
２
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

児
童
相
談
所 

全
国
共
通 

3
桁
ダ
イ
ヤ
ル

　県では、県民の皆様に人権を身近な問題として考えていただくため、人権フェスティバルを開催します。
　この機会に人権について考えてみませんか。ご応募お待ちしております！！
◎日時：12月2日（日）　午後1時～3時40分
◎場所：熊本テルサ1階 テルサホール
　　　　（熊本市中央区水前寺公園28-51）
　　　　℡096（387）7777
◎内容： ◆コッコロ隊ステージ
　　　　◆ハートフルコンサート
　　　　　出演：Hanna Bunya（はんな ぶんや）さん
　　　　◆講演：堀尾 正明さん
　　　　　演題「はぐくもう！ 思いやりの心は『ご近所の底力』」

◎申し込み方法
郵便番号、住所、氏名、電話番号、参加希望人数（1件につ
き3人まで）、このフェスティバルを知ったきっかけを記入
し、ハガキ・FAX・県人権センターホームページのいずれか
から応募
<応募先>〒862-8570 熊本県人権同和政策課 人権フェス
ティバル係あて ※県庁専用の郵便番号のため、住所の記入は必要ありません。
<問い合わせ先>熊本県人権同和政策課
℡096（333）2299 ／ ℡096（383）1206
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